2016年4月24日　　週間メッセージ祈りのカード  “2016年RUTC時代一心全心持続の目標(創世記3:15,使徒1:3,使徒2:1)”       (資料提供: インマヌエル・ソウル教会  http://www.darak.net, htpp://www.jcking.net)
	産業宣教：OMC時代の一心、全心、持続の目標 (15)「産業人の絶対性」(使2：10)
	聖日１部：エリヤの生涯 (Ⅰ列19：1ー7)
	聖日２部：エリシャの生涯 (Ⅱ列6：8ー17)
	伝道学：伝道者の生活の一心、全心、持続の目標 (15)「絶対者の絶対計画」(使28：30－31)

	1. 絶対目標 – 新しい刻印
1) 使1：14

2) 使2：42

3) 使6：1－7

2. 絶対使命 – 新しい根 

1) 使1：3

2) 使1：14

3) 使2：10

4) 使18：1－4

5) ロマ16：3－4

3. 絶対献身 – 新しい体質
21の生活

核心メッセージ：RUTC時代の一心、全心、持続の目標 (Remnant day)
学院福音化―エゼキエル

1課　危機の中でアイデンティティ（私）を見つけたエゼキエル

1.エゼキエルは危機に会いました。
2.神様はエゼキエルに召命を与えられました。（エゼキエル2:1～7）
3.エゼキエルが派遣されました。

2課　裁きを伝えるエゼキエル
1.髪の毛とひげを剃りました。（エゼキエル5:1～12）
2.ユダの罪に関する啓示を受けました。
3.異邦の国の裁きを預言しました。
3課　イスラエルの回復の道

1.イスラエルが干からびた骨になりました。

2.「主のことばを聞け」と言われました。

3.「預言してその息に言え」と仰せられました。

4課　講壇の回復

1.新しい神殿の時代が開かれました。

2.講壇回復はいのちの川の回復です。

3. 12部族が回復されました。

5課　イスラエルが常に逃すことを回復しなさい

- エゼキエル書に現れた隠れたキリスト
1.イスラエルがいつもキリストを逃す理由があります。

- 誤ったメシヤ思想のためです。

2.エゼキエル書に現れたキリストがあります。

3.三位一体の神様の奥義を味わう信仰が必要です。
	＊序論
▲私たちに一番多くの問題は、人々を通してくる。そのような中でも、競争、戦争、戦わなければならない。神様がくださる解決できる約束がある。迫害、死があるのに、その中に弟子たちを送りながらイエス様が、あきれるような方法を話して下さった。40日間、神の国の事を説明されたのだ。みなさんが神様の答えを受ければ勝てるのだ。
▲オバデヤはアハブ王と悪い者の下にいながら生き残ったのか。幼いころから主を畏れ敬っていた人だった。神様の重要な契約を握っていた。
1)人間の根本問題5つと解決策を知っていた。

▲創世記(人間問題と解答)、出エジプト記(人間の霊的状態)、レビ記(世の中に勝つ力)、民数記(霊的身分とアイデンティティ)、申命記(申命記)-霊的使命。この契約と力を刻印、根、体質化させなさい。
2)この力を持って行くから、目に見えない多くの霊的存在に勝つのだ。(ヨシュア、士師記、ルツ記)

3)みなさんのゆえに、霊的問題を持った人が生かされて、事業、職場の現場に神の国が臨まなければならない。
▲そうすれば、3つのことが付いてくる。

1.身分-本当にみなさんの身分は何か
1)アハブ王の宮内大臣,

2)弟子以前に

3)神の子どもだ。私の職業が何かという以前に、神の子ども!それから先に見える。
4)オバデヤに神の国が臨んだのだ。この人がエリヤの弟子ということは、霊力もあるということだ。宮内大臣ということは、実力もあって･･･特にオバデヤは働きが疎通する働きだった。真の疎通は話さなくても通じるのだ。
2.権威-本当に答えを受ければ権威が付いてくる。(ヨハネ1:12)

▲オバデヤはアハブ王とエリヤの霊的対決のマネージャー
1)王が直接後援する偽りの預言者850人がいて
2)まことの神様の預言者は殺すのだ。
3)いよいよカルメル山で偽りの預言者とエリヤが霊的戦争をするようになった。当然勝利した。
3.使命-不可能を可能にするのだ。

1)100人の預言者を養った。ここには経済、政治、社会、文化がみな含まれるのだ。
2)エリヤが難しい時ごとに生かす役割をした。

3)国を生かした英雄だ。
4.結論-どんな結果が出てくるのか
▲オバデヤは全く自分を現わさなかったけれど、最も大きいことをした。全く自分を現わさないオバデヤに神様は最も大きいことを与えられた。
1)ホレブ山の隠れた主役になった。オバデヤに会った人は生かされた。
2)7000弟子が起きる隠れた主役になった。
3)ドタンの町運動が起きた。このように実が正確にくるのだ。
▲ホレブ山運動の主役ということは神様の絶対目標、7000弟子が起きたということは絶対使命、ドタンの町運動は絶対献身だ。みなさんの祈りと働きがそのまま終わるのではない。みなさんの子ども、次世代を通して、実を結ぶ日がくるだろう。今日もその契約が私のことになるようにして下さい!
	＊序論-前日の夜に翌日の計画をたてなさい。
1)翌日のスケジュールと伝道に関することを見て準備をすべきで、相手に合うことを探さなければならない(資料、本)。明日に対するものすごい希望を今日作らなければならない。
2)翌日の時刻表を見て、私がとても力を得る祈りの時刻表を見つけて作らなければならない。21種類に対するみことばの刻印時間、健康(運動、呼吸)時間も持ちなさい。
3)翌日の朝、勉強時間を入れておきなさい。学業、私の職業、産業に対する勉強する時間を持たなければならない。
▲このようにするならば、ある日、この祝福が24に変わる。安らかになるということだ。それとともに、神様がくださる25の答えが見えて永遠に終わるようになる。このとき、どんなことが必ず起きるのか。Ｉ列王19:1-7節の働きが起きる。この時間に、どんなことが行われるのか。神様はアハブとイゼベルの勢力を砕かれるのだ。これが伝道で、宣教だ。多民族宣教に関わる方が契約で堅く握らなければならない。
1)神様が悪い人を防ぐ運動だ。
2)災いを防ぐ時間だ-創世記3章、6章、11章が崩れる時間。使徒13章、16章、19章の文化が縛られる時間。人間に必ず臨む6つの滅亡を防ぐ時間だ。

3)神様の永遠を見て動く時間だ-古くから続いていること、永遠にあることで、同じことだ。問題も,解答もこういうものだ。

▲契約を握って祈るとき、3つのことを参考にしなさい。
1.偽りの力を恐れてはならない。
1)創世記3章、6章、11章は完全にサタンの戦略だ。
2)文化がほとんど悪霊文化だ。
3)個人は滅亡がくるが、責任を負うべき人がない。

2.サタンのしわざにだまされてはならない。
1)ユダヤ人の民族主義-選民と異邦人.

2)各国の民族主義
3)国家宗教(偶像)

4)問題宗教が起きる(殺人もして･･･)
5)犯罪宗教(戦争が起きる)

3.私、教会の無能にだまされてはならない。神様がなさる。
1)出エジプトからカナンまでの証拠が何か。あなたたちがすることでなく、,神様がする(出14:13)

2)強大国が与える教訓-神様のみことばに約束されたとおりに崩れた。
3)あなたを通して国々が恵みを受けるようになる-多民族宣教だ。
4.結論

1)多民族は事実上、ひとつの民族だ。アダムの子孫だ。

2)多民族宣教を一番上手にできる現場はアメリカで、主役は韓国だ。
3)それゆえ、アメリカに重要な資料を残すということがRU(Remnant University)だ。次世代が見ることができるように伝道運動の資料を残しなさい。
▲みなさんが祈る時間にＩ列王19:1-21節の働きが起きる。神様が主の使いを送って、聖霊で働かれ、みことばで働かれて、答えをくださり、することも知らせてくださった。これが祈りだ。今日の夜から企画して、明日からいやしの力を受けて、多民族宣教の主役になることを望む。
	1．イエス様の公生涯
1) マタ16：13－20

2) マタ24：14

3) マタ28：16－20

2．復活以降の初代教会
1) 使1：1－8

2) 使2：1－47

3) 使11：19－30

3．パウロ時代の伝道運動
1) 使9：15

2) 使11：25－26

3) 使13：1

区域教材17課：世界問題を解決する専門働き(使4：1－12)

この方以外には、だれによっても救いはありません。天の下でこの御名のほかに、私たちが救われるべき名は人に与えられていないからです。」 (12節)

序論 /

いま世界には、超能力のような気運動と現場まで入り込んだニューエイジ運動、成功したエリートを対象に掌握したフリーメイソン運動があります。ここにはユダヤ人、カトリック教会、福音のない教会が中心になって作ったW.C.Cのような問題もあります。これらの運動の共通点は、｢キリストをなくそう｣ということです。そのため、私たちは世界問題は解決する使命を持たなければなりません。
本論 /

1．使命を持たなければなりません。

1) 偶像(イメージ) － 信仰で変えなければなりません。
2) 瞑想 － みことば(黙想)に変えなければなりません。
3) 超能力 － 正常的なものに変えなければなりません。
4) 悪霊 － 聖霊のみわざに変えなければなりません。
2．いのち運動で可能です。

1) 霊的サミット － 祈り集中の方法
2) 専門性サミット － 福音集中の方法
3) 世界組織のサミット － 伝道集中の方法
3．天命を持たなければなりません。

1) 医療施設
2) 刻印治癒施設

3) 霊性治癒施設
4．霊的戦争の使命を持たなければなりません。
1) 出3：1－20 － 出14：19

2) 詩103：20－22

3) Ⅱ列6：8－24

4) Ⅱ列19：14－25

5) 黙8：3－5



1)聖日1部(4月17日)→ エリヤの生涯 (Ⅰ列19：1ー7)　　　　　
▲神様が私に願っておられること、人間の根本問題と解決策を知って、その中から出るタラントと未来と時代の使命を握るようにされて感謝します。人間が解決できない霊的な問題によって、必ず臨まれるしかない災いを止める伝道者になりますように。戦わずに霊的に完全に勝利するように、神様が与えられた力を持って、現場を生かして災いを止めますように。神様が与えられた未来を知って人物を育て、エリヤに与えられた霊的な力を得ますように。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン。
2)聖日2部(4月17日)→  エリシャの生涯 (Ⅱ列6：8ー17)　
▲神様が私のために、悪い世の中と悪い者と戦わずに勝利できる霊力、知力、体力、経済力、人材力を備えておられ、導かれることに感謝します。世の中で私に危機が生じて、苦難が起きる時、契約を握ってだまされず、私のホレブの山で神様が備えられた天命、召命、使命を握りますように。戦わずに勝つ霊の二倍の分け前と指導力を与えられ、レムナントを育てながら成就される神の国を味わいますように。今日も私がただ信仰によって5つの力を味わいますように。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン。
3)区域教材(4月17日)→ 16課:レムナント専門の働き(Ⅱテモテ2:1-7)

▲確認しなければならないこと-キリストにある恵み(感謝)+強く(祈り)+忠実な者(持続する人)+ゆだねなさい(委託-そのまま伝達しなさい)+他の人を教えられる(弟子)

①兵士-兵士として召された者は私的なことにしばられない。召してくださった方を喜ばせようとすることで、霊的戦闘をしなければならないためだ。
②競技する者-規定の通り(すべてのことに神様のみことばを探しなさい。21の私の人格の中に、みことば刻印、みことば根、みことば体質になるようにしなさい)

③農夫-農夫は穀物を先に受けるのがふさわしい(神様がくださる答えに対する証人だ)

④結論-すべてのことを理解させてくださるだろう!(Iテサロニケ5:18,Ⅱテモテ2:7)本当に福音を悟って、この(Ⅱテモテ2:1-7)契約を味わっていれば、全体が答えとして見える。
3)牧師*長老祈祷会(4月19日)→ 

▲1講:牧師、重職者のはじまり(出3:18-20)

①序論-人間の重要な問題(根本問題-創世記3章/6章/11章,根本文化-使徒13章/16章/19章,根本滅亡-未信者6つの状態)。私たちが神様の前で何をしなければならないのか
②(理由)はやく福音でいやしからしなければならない-ここにみなさんが同労者、家主、助ける者の役割をしてあげなければならない。創世記3章/6章/11章で刻印,根,体質になったこと,使徒13章,16章,19章の文化を変えてあげなさい。個人/家系/老後/現場/教会をいやしなさい。
③(内容)福音の根(福音を持って12の問題に答えを与えなさい-結果は使徒2:41,使徒2:43-45,使徒6:7,使徒9章,使徒10章,使徒16章,使徒18章の結果になる)

④ローマ16章に行くのだ。世の中を変化させるようになる-刻印(21の生活),根(聖書全体が見える),体質(神様のみことばを実践していきなさい)

⑤結論-重職者は3つのいやしをおもな武器としなさい(肉体のいやし,精神/心のいやし,霊的いやし)

▲2講:牧師,重職者の終わりの働き(マタイ24:14,使徒1:8)

①序論-時代の終わりの働き(創世記3章,6章,11章の災いと滅亡を防ぐ伝道者の隊列),教会の終わりの働き(次のことを準備する改革の隊列に立った人),統合時代の終わりの働き(ただ福音の隊列に立つ人を用いられる),個人の終わりの働き(個人終末-ローマ16章の中に入りなさい)→ 信仰の足跡を残して行きなさい。
②子どもと次世代のために-出5:1-12:46(出エジプト),民14:1-10(12部族),申6:4-9(刻印),Ｉサムエル7:1-13(ミツパ運動),Ｉ列王18:1-13(オバデヤ-預言者100人),ハガイ2:1-9(文化を変える神様の働き),使徒1:1-14,使徒2:9-11,使徒17:1,使徒18:4,使徒19:8

③現場の足跡-福音がないサタンがあたえる病気(創世記3章,6章,11章),偶像時代(使徒13章,16章,19章),福音がない災い時代(6つ)を防ぐ足跡を残しなさい。
④三つの終末の足跡-個人終末(人生作品),時代終末(教会作品),地球終末(感謝)

⑤結論-霊的DNAを変えなさい+祈りの力を体験しなさい+24時をしなさい(地域を生かすことと教会24,文化とRUTC,3企業)

4)産業宣教(4月23日)→ 一心全心持続の目標(15)-産業人の絶対性(使徒2:10)

▲教会信徒を握って本当にチームの働きをしなさい。重職者祈祷会をしなさい。この答えを持って文化伝道で現場に入っていきなさい。神様は、みなさんを証人として用いようと召された。これが見えれば毎日祈るようになる。
①神様の絶対目標が見える。(新しい刻印をさせるのだ)-使徒1:14,2:42,6:1-7

②私がしなければならない絶対使命が見える。(新しい根をおろすのだ)-使徒1:3,1:14,2:10,18:1-4,ローマ16:3-4

③私が神様の前にささげる絶対献身が見える。(新しい体質に変えてあげなさい)- 21種類
④結論-それでは24時なってしまう。必ずこのようによくさせなければならない。
5)伝道学(4月23日)→ 一心全心持続の目標(15)-絶対者の絶対計画(使徒28:30-31)

▲何を(使徒1:1,3,8)+どのように(ただ)+いつ(時刻表-24時/常に)
6)核心訓練(4月23日)→ レムナントデイ(学院福音化)-エゼキエル書
▲レムナント7人のように、どんな状況の中でも神様の絶対計画を捜し出しなさい。福音の目を持って見なさい。(神様が重要にご覧になったこと、神様の重要な計画に目を開きなさい)

①1課:危機の中でアイデンティティ(私)を見つけたエゼキエル(エゼキエル1:1-14)-アイデンティティを捜し出しなさい（私は神の子ども,レムナント,伝道者だ)あなたを見張り人として立てたのだ。(エゼキエル3:16-20)

②2課: 裁きを伝えるエゼキエル(エゼキエル5:12-13)-災いと裁きの前で重大な決断をして、災いを受ける国にメッセージを送った。
③3課:イスラエル回復の道(エゼキエル37:1-11)-神様が願われるのはいのちの運動だ。干からびた骨のようになった人々にみことばが伝えられれば、息が入って大きい軍隊として起きるようになる。
④4課:講壇回復(エゼキエル47:3-5)-神様が今でもみなさんに働かれるのはみことば運動だ。講壇のみことばが流れて行く所ごとに生き返るいのちが伝えられて12部族が回復した。すべての所に弟子回復だ。

⑤5課:イスラエルが常にのがしたことを回復しなさい(エゼキエル書に現れた隠れたキリスト)-エゼキエル書を通して見せる最後の契約は証人だ。信仰を持ってみことばフォーラムを正しくしなさい。
⑥結論-みなさんは福音エリートだ。少しだけ実践側に行きなさい。考えを正しくしなさい。うつわを準備しなさい。(経済訓練,指導者訓練)作品を残しなさい。
7)区域教材(4月24日)→ 17課:世界問題を解決する専門の働き(使徒4:1-12)
週間メッセージの流れ(2016.4.17.-2016.4.23)








